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電源回路シミュレータ SCATパ ージョン K.488

SCAT(Switching Converter Anar)3s T33‐  う 享手長

■高速、安定シミュレーション

解析アルゴリズムは、スイッチング電源用に最適化された全く

のオリジナルです。極めて高速であり、定常解析などにおいては、

SPICEな どの汎用シミュレータに比較して二桁以上の改善がなさ

れています。

また、解析は非常に安定なため、長時間解析したのち結局失敗す

るといった極めて非効率的なことは生じません。

■刻み時間自動設定

刻み時間は、最も重要で困難な設定パラメータで、計算時間、収

束性、精度を左右します。SCATの 刻み時間は、動作モードの時定

数に応じて動的に変化します。にもかかわらず、安定性は抜群です。

ユーザーは刻み時間を全く気にする必要はありません。

■豊富なデバイスと分かりやすいデバイスパラメータ

デバイスは、可能な限り単純なモデルで構成しています。例えば、

抵抗、インダクタ、キャパシタ、直流電圧/電流源といった基本素子

は、理想的な線形素子としてモデル化され、設定するパラメータは

その値となります。

使用できるデバイスは、スイッチング電源に必要とされる素子の

ほか、実存しない素子をソフトウェア上で実現した仮想デバイス等

も含め、合計60種 類以上のデバイスを用意しています。

交流信号発生源 (AC―Sweep)と 任意の素子電圧・電流で周波

数特性解析が実行できます。

またこの機能を応用してインピーダンス解析も可能です。

■過渡応答解析 :Transient

過渡応答解析はSCATが 最も得意とする解析です。電圧、電流

の応答波形はもちるん、それらの一周期での最大値や最小値の軌

跡も簡単に表示できます。また、波形解析や継続解析と組み合わ

せれば過渡応答の任意の時点での波形が観測できます。この柔軟

な解析機能はSCATな らではのものであり、従来のシミュレータで

はまねのできないものです。

■定常解析 :Steady

定常解析は従来の汎用シミュレータが最も苦手とする解析で

す。SCATは 定常解析を高速に実行します。しかも、スイッチやダイ

オードのオン・オフ状態も完全に決定します。

■波形解析 :Waveform

詳細波形を観測する解析モードで、豊富な機能を持ったスコー

プ画面によリデジタルオシロ感覚で回路各部の電圧 ,電流波形を

観沢」できます。

■スイープ解析 iSweep

スイープ解析は、回路中の任意の素子のパラメータを設定した

範囲内で変化させたときの解析機能であり、素子定数の最適化に

威力を発揮します。K488で はこの解析機能が強化されました。

■ステップ応答解析 :Step Transient&Step Waveform

ステップ応答解析は、回路中の任意の素子のパラメータを2段 階

の時間を指定して変化させた時の過渡応答または波形解析を実行

でき、電圧変動や負荷変動などの状態を解析できます。

■高調波解析

高調波規制でのFFT画 面電流スペクトラム表示と各クラス規制

曲線などの豊富な機能があります。次数間高調波の確認やグルー

ピングも可能です。

■スクリフト解析

スクリプト言語を利用することによリシミュレーション全体を自

動化できます。
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■周波数応答特性解析:Freq.Response

一巡周波数応答特性解析、部分回路周波数応答特性解析、オー

プンループ周波数応答特性解析がそのままの回路で実行できます。
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■状態解析

“
ON/① FFの動作モード

"又
は
・
波形
"を
選択することにより、その

動作モードにおける
“
等価回路表示 (OFF動 作の素子は非表示設

定)・と
“
波形の範囲表示

"が
可能です。回路動作の把握に便利な機

能であり、教育用としても適しています。

デジタル制御シミュレーション

プログラム素子を使用することで、プログラム記述による制御が

可能となります。これにより、主回路と制御回路を含めた全体のシ

ミュレーションを実行できます。

下図は、PRC素 子を用いてDSPを 表した一例であり、デジタル

PWM制 御されたスイッチング電源において、ソフトスタートをプロ

グラムで実現したものです。PRC素 子に記述したプログラムは、右

記のようになります。
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推奨動作環境

対象OS: W i n d o w s  X P

対象機種 :∪SBサポートが必須となります。

( 本 製 品 は U S Bプ 回 テ ク トキ
ー が 動 作 しな い と実 行 で き ませ ん 。)

※また、プロテクトキーはUSB八 ブやPCIボードなどを経由した場合、正常にSCA Tを 起

動できない場合があります。

CPU:Pentiurn l GHz以上

メモリー :51 2 M b以 上を推奨


